
A,他のチームの発表を聞いて、自分たちのチームにない解決策として参考になった点 

他のチームの発表を聞く中で、特に参考になったのはほんまにほんま班の発表である。ほん

まにほんま班は、交通事故の原因を単なる個人の不注意やルール違反として捉えるのでは

なく、道路構造や都市設計といった環境要因が事故を引き起こしている可能性を指摘して

いた点が印象的だった。多くの場合、交通事故は「気をつけていれば防げた」と言われがち

であるが、ほんまにほんま班は「気をつけていても危険が生じる場所が存在する」という視

点から問題を捉えていた。 

具体的には、見通しの悪い交差点や十字路、歩道と車道の境界が分かりにくい場所では、歩

行者や自転車が急に飛び出してしまう構造になっていることを指摘していた。そして、ポス

ターや注意喚起の看板だけに頼るのではなく、信号機の設置場所の見直しや道路標示の工

夫によって、人の判断ミスを前提とした安全設計が必要であると述べていた点が非常に参

考になった。 

自分たちの班では、「Good Driver 制度」や交通安全教室など、主に人の意識や行動を変え

ることを中心とした解決策を考えていたため、ほんまにほんま班のように「環境そのものを

変えることで事故を減らす」という考え方は十分に取り入れられていなかった。この発表を

通して、交通安全は努力や意識の高さに依存するものではなく、誰でも安全に行動できる環

境を整えることが重要であると気づかされた。 

また、Variety 班の発表で紹介されていた体験型・実践型の交通安全学習も、自分たちの班

にはなかった視点として参考になった。Variety 班は、座学でルールを学ぶだけでは実際の

危険を十分に理解できないという問題点を指摘し、実際の道路や VR を用いて、ドライバー

視点・歩行者視点・自転車利用者視点を体験する学習を提案していた。特に、夜間や雨天時

の視界の悪さ、スピード感覚の違いなどを疑似体験することで、危険を現実的に捉えられる

点が印象に残った。 

これらの発表から、自分たちの班に不足していたのは、インフラ整備という長期的視点と、

体験を通して危険を実感させる教育方法であると感じた。他班の取り組みを参考にするこ

とで、自分たちの提案もより実効性の高いものになると考えた。 

B．都市と交通における交通問題を総合的に解決するための自分の意見 

自分たちのチームでは、都市と交通における問題の原因として、スマートフォンやイヤホン

の使用による注意力の低下、交通ルールの軽視、交通安全意識の不足などを挙げてきた。こ

れらは現代社会において非常に深刻な問題であり、特に自転車利用者や若年層に多く見ら

れる傾向がある。しかし、今回の学習を通して、交通問題は個人の意識だけでは解決できな

い、より複雑な構造を持っていると考えるようになった。 

都市部では、交通量の増加や生活様式の変化により、道路が本来想定していなかった使われ

方をしている場所が多い。自転車レーンが整備されていない道路では、自転車が歩行者の近

くを走らざるを得ず、双方にとって危険な状況が生まれている。このような環境では、どれ

だけ個人が注意していても事故のリスクを完全に防ぐことは難しい。そのため、個人・学校・



家庭・地域・行政がそれぞれの立場で役割を果たし、連携することが不可欠である。 

まず個人の役割として、基本的なルールを守ることは当然であるが、それを継続させるた

めの仕組みが必要である。自分たちの班で提案した「Good Driver 制度」は、安全な行動を

評価し、ポイントや特典という形で還元することで、ルールを守ることが当たり前になる社

会を目指している。罰則を強化するだけでは反発が生まれる可能性があるが、守ることで得

をする仕組みは、多くの人の行動変容につながると考える。 

次に、学校や家庭では、交通安全を「決まりごと」として教えるのではなく、なぜ危険なの

かを理解させる教育が重要である。子どもが主体となって危険箇所を調査し、大人に発表す

る「逆交通安全教室」は、子どもの視点を社会に反映させるだけでなく、保護者や地域住民

の意識を変える効果もある。このような取り組みは、交通安全を一部の人の問題ではなく、

地域全体の課題として共有する役割を果たす。 

さらに、地域や行政の役割として、インフラ整備は長期的かつ重要な課題である。自転車と

自動車を分離するレーンの整備、見通しの悪い交差点の改善、夜間でも視認しやすい照明の

設置などは、事故を未然に防ぐ基盤となる。しかし、これらには費用や場所の制約があるた

め、地域住民の意見を取り入れながら、優先順位を決めて進める必要がある。 

私は、都市と交通の問題を総合的に解決するためには、「人の意識を変える」「環境を整える」

「仕組みを作る」という三つの要素を同時に進めることが重要だと考える。どれか一つだけ

では効果は限定的であり、複数の対策を組み合わせることで、初めて安全で持続可能な交通

社会が実現する。今回の学習を通して、交通問題は他人事ではなく、自分自身の行動と社会

全体の在り方の両方に関わる課題であると強く感じた。 


